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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
爪楊枝をナプキンの上端に刺してから、根本をシャツに縫い付けてあるＵ字状の取付け手
段の内部に表側から挿入し、挿入後に爪楊枝を水平にするか又はナプキンの上端に間隔を
置いて表裏２か所に爪楊枝を刺してから前記爪楊枝を前記Ｕ字状の取付け手段の内部に裏
側から挿入して、水平にした時により安定する構成としたことを徴とする多機能シャツの
使用方法。
【請求項２】
前記のＵ字状の中に眼鏡のヒンジ部で折り曲げたツルを挿通して、前記眼鏡が脱落するの
を防ぐことを特徴とする請求項１に記載の多機能シャツの利用方法。
【請求項３】
ポケットと併用できるように、前記ポケットの付近に前記のＵ字状の取付け手段を設けて
、物の一部を前記のＵ字状の取付け手段に挿通し、他の一部は前記ポケットに挿入するこ
とを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の多機能シャツの利用方法。
【請求項４】
ポケットの内側に該ポケットより小型の補助ポケットを設けると共にその底部の全部又は
一部を閉じないで開口させることを特徴とする請求項１、請求項２又は請求項３に記載の
多機能シャツの利用方法。
【請求項５】
前記のＵ字状の取付け手段は下側に配設した他のＵ字状の取付け手段又はポケットと、共
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通の棒状体を挿入できるように上下方向に重なった構造とし、共通の棒状体や花の軸を前
記の両者に挿入することを特徴とする請求項１、請求項２、請求項３又は請求項４に記載
の多機能シャツの利用方法。
【請求項６】
認知症や病気や障害があることを示す表示を前記取付け手段に取付けたり、又は連絡先を
表示した表示手段を前記ポケット中に挿入し保管することを特徴とする請求項１から請求
項５までのいずれかに記載の多機能シャツの利用方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、着用するだけでなく、眼鏡・サングラス・ボールペン・万年筆などを落ちない
よう、ホールド可能に取付けたり、身飾品や芳香品などを容易に取付けて日常生活を楽し
んだり癒したりできる多機能なシャツである。
【背景技術】
【０００２】
常時眼鏡を掛けて使用しておれば良いが、外したり掛けたりを繰り返す人の場合は、特に
外して置いた場所を忘れてしまう恐れが有り、探せずに困ることが多い。
　また、身飾品や身分証、芳香剤を身に付ける場合に、不便を感じることが多い。特に、
体臭や加齢臭や被服についた臭い（タバコ・煙・焼肉）を気にして芳香剤を付けたい場合
に不便である。更に、ポケットにしまっても下を向くなどの、予期しない動作を行うと落
ちる事が有り、破損や傷付き等が起きて困る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平11－124715
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
眼鏡を外した場合は、特許文献１のように、外出の時、サングラスや眼鏡を、ちょっとの
間はずす機会は多いが、そのような時、着ている衣服に、ポケットが付いていなかったり
、あるいは、ポケットに小物が入っている場合でも、サングラスや眼鏡のフレームを差し
込んで掛けられるように、衣服の胸元にボタンホール様の眼鏡のフレームホールを設ける
べく、衣服の胸元の左右のいずれか一方に、ボタンホール様の眼鏡のフレームホールを設
ける。従って、眼鏡のフレームホールの開いたシャツを着用すれば便利である。しかし、
被覆に穴を開ける必要があり、また身飾品や芳香剤を身体に付けたい場合に不便である。
また、一般の障害者でも障害の種類や程度が分かる事を示す手段があれば、共生社会とし
ての貢献は高い。認知症患者が行方不明になったりして社会問題になっているが、シャツ
を着ている本人が認知症患者であることを示す手段があれば、ある程度は悲劇を減らすこ
ともできる。認知症患者自身が自分を豊に感じられると、認知症が快方に向かうことも期
待できる。更に電車やバス等の通勤時や人との接点がある際に体臭や被服の臭い（煙や食
事の臭い）を気にして困る事が多く、芳香剤を容易に身につける事ができれば安心する事
ができ、周りの人たちへの不快感も減る
　本発明の技術的課題は、このような問題に着目し、使用していた眼鏡を容易にシャツに
取付けて安全に管理でき、しかも身飾品や芳香剤を身体に付けて日常生活をハッピーに感
じられる多機能シャツを実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
請求項１は、図２(c) のように、爪楊枝をナプキンの上端に刺してから、根本をシャツに
縫い付けてあるＵ字状の取付け手段の内部に表側から挿入し、挿入後に爪楊枝を水平にす
るか又は(d) 図のように、ナプキンの上端に間隔を置いて表裏２か所に爪楊枝を刺してか
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ら前記爪楊枝を前記Ｕ字状の取付け手段の内部に裏側から挿入して、水平にした時により
安定する構成としたことを特徴とする多機能シャツの使用方法である。
【０００６】
請求項２は、図５のように、前記のＵ字状の中に眼鏡のヒンジ部で折り曲げたツルを挿通
して、前記眼鏡が脱落するのを防ぐことを特徴とする請求項１に記載の多機能シャツの利
用方法である。
【０００７】
請求項３は、ポケットと併用できるように、前記ポケットの付近に前記のＵ字状の取付け
手段を設けて、物の一部を前記のＵ字状の取付け手段に挿通し、他の一部は前記ポケット
に挿入することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の多機能シャツの利用方法であ
る。
【０００８】
請求項４は、ポケットの内側に該ポケットより小型の補助ポケットを設けると共にその底
部の全部又は一部を閉じないで開口させることを特徴とする請求項１、請求項２又は請求
項３に記載の多機能シャツの利用方法である。
【０００９】
請求項５は、図６や図１のように、前記のＵ字状の取付け手段は下側に配設した他のＵ字
状の取付け手段又はポケットと、共通の棒状体を挿入できるように上下方向に重なった構
造とし、共通の棒状体や花の軸を前記の両者に挿入することを特徴とする請求項１、請求
項２、請求項３又は請求項４に記載の多機能シャツの利用方法である。
【００１０】
請求項６は、認知症などの病気や障害があることを示す表示を前記取付け手段に取付けた
り、又は連絡先を表示した表示手段を前記ポケット中に挿入し保管することを特徴とする
請求項１から請求項５までのいずれかに記載の多機能シャツの利用方法である。
【発明の効果】
【００１１】
請求項１のように、爪楊枝をナプキンの上端に刺してから、根本をシャツに縫い付けてあ
るＵ字状の取付け手段の内部に表側から挿入し、挿入後に爪楊枝を水平にするか又はナプ
キンの上端に間隔を置いて表裏２か所に爪楊枝を刺してから前記爪楊枝を前記Ｕ字状の取
付け手段の内部に裏側から挿入し、水平にしてより安定させる。すなわち、段落[0019]に
明記のように、（ｃ）図は、ボタンB1・B2に代えて付近にある爪楊枝ｔをナプキンＮに刺
した図であり、Ｕ字状の取付け手段４、４' の内部に表側から挿入する。挿入後に爪楊枝
ｔを水平にすると外れない。（ｄ）図のように、ナプキンＮの上端に１ｃｍ程度の間隔を
置いて表裏２か所に爪楊枝ｔを刺してから前記爪楊枝を前記Ｕ字状の取付け手段の内部に
図のように裏側から挿入して、水平にした時により安定する。
【００１２】
請求項２のように、前記のＵ字状の中に眼鏡のヒンジ部で折り曲げたツルを挿通して、前
記眼鏡が脱落するのを防ぐため、眼鏡の置き忘れ・落下した際の破損や傷付き等の弊害を
解消できる。
【００１３】
請求項３のように、ポケットと併用できるように、ポケットの付近に前記のＵ字状の取付
け手段を設けてあるため、取付ける品物に応じてＵ字状の取付け手段とポケットの両方を
必要とする品物の取付けが可能となり、例えば棒状の品物を取付ける場合に便利である。
【００１４】
請求項４のように、ポケットの内側に該ポケットより小型の補助ポケットを設けると共に
その底部の全部又は一部を閉じないで開口させてあるため、小型の補助ポケットの用途が
増えて使い勝手が良くなるなど、種々な品物を収納可能となる。例えば、ハンカチを細長
く折り畳んで挿入する場合に、開口を通過する収納方法も可能となる。
【００１５】
請求項５のように、前記のＵ字状の取付け手段は下側に配設した他のＵ字状の取付け手段
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又はポケットと、共通の棒状体を挿入できるように上下方向に重なっているため、細長い
棒状の品物の取付けが容易であり便利である。
【００１６】
請求項６のように、認知症や病気や障害があることを示す表示を前記取付け手段に取付け
たり、又は連絡先を表示した表示手段を前記ポケット中に挿入し保管するため、社会問題
となっている認知症患者等の問題が軽減され、障害者とともに生きる共生社会に貢献でき
る。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明による多機能シャツの上側を示す正面図である。
【図２】ナプキンを支持した正面図と各種実施例を示す側面図である。
【図３】図１のＵ字状の取付け手段の詳細を示す図である。
【図４】小型の補助ポケットの構成と使い方を示す正面図である。
【図５】ポケットの他の使い方を示す正面図である。
【図６】小型の補助ポケットの他の実施例とＵ字状の取付け手段の使い方を示す正面図で
ある。
【図７】ナプキンの支持にポケットを利用した例を示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　次に本発明による多機能シャツが実際上どのように具体化されるか実施形態で説明する
。図１は本発明による多機能シャツの上側の正面図であり、左右の胸ポケットP1、P2が形
成されている。そして、左胸ポケットP1の上端縁すなわち開口縁にＵ字状の取付け手段１
の根本が縫い付けられており、さらに左縁には右向きにＵ字状の取付け手段２の根本すな
わち左端が縫い付けられている。また、右胸ポケットP2よりも上側、すなわちポケットP2
の上端縁又は開口縁よりも上側にＵ字状の取付け手段３の根本が縫い付けられている。さ
らに、右肩骨の前下の部分にＵ字状の取付け手段４の根本が、左肩骨の前下の部分にＵ字
状の取付け手段４' の根本がそれぞれ縫い付けられている。ボタン孔の有る合わせ部に
は、右向きのＵ字状取付け手段４''の根本が縫い付けてある。
【００１９】
図２はナプキンＮに取り付けたボタンB1・B2でＵ字状の取付け手段４、４' に支持した例
と他の各種実施例を示す側面図である。第１実施例は、ナプキンに取付けたボタンB1・B2
をＵ字状の取付け手段４、４' に裏側から嵌めた例であり、Ｕ字状の取付け部を側面から
見ると（ｂ）図のように見える。
　（ｃ）図のように、ボタンB1・B2に代えて付近にある爪楊枝ｔをナプキンＮに刺し、Ｕ
字状の取付け手段４、４' の内部に表側から挿入した例であり、挿入後に爪楊枝ｔを水平
にすると外れない。（ｄ）図のように、ナプキンＮの上端に１ｃｍ程度の間隔を置いて表
裏２か所に爪楊枝ｔを刺してから前記爪楊枝を前記Ｕ字状の取付け手段の内部に図のよう
に裏側から挿入して、水平にした時により安定する。

                                                                                
【００２０】
図３は前記Ｕ字状の取付け手段の詳細を示す図であり、（１）は、これらのＵ字状の取付
け手段１～４''の根本を縫い付けた状態を示す側面図で、ポケットP1、P2の上端内面に根
本６が重なるように縫い付けられている。（２）は、Ｕ字状の取付け手段１～４''をポケ
ットＰ１、Ｐ２の内側や前身ごろ５とほぼ直角に起こした状態、（３）は、Ｕ字状の取付
け手段１～４''を前身ごろ５と平行に伸ばして寝かせた状態である。
このように、Ｕ字状取付け手段１～４''は、約１８０度の範囲で起こしたり寝かせたり
できる。しかも、布をバイアスカット（布地を斜めに裁断すること）し、折り重ね一定巾
の紐をつくりＵ字状に形成してあるので、なじみに優れ伸縮性もあり、自由自在である。
【００２１】
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そのため、Ｕ字状の取付け手段１～４''の取付け位置に応じて、種々な使い方ができる。
1.眼鏡を一時的に置いた場所を思い出せないことがあるので、図５のようにＵ字状の取付
け手段１～４''のＵ字状の内側（ポケット内側にメガネを入れて、ツル
をＵ字中にかける）に眼鏡Ｇのつる（テンプル）７を挿通し、引っ掛けて置くと、落ちて
破損しなくて済むし探す必要もない。
　なお、ツルをＵ字中にかけて眼鏡Ｇをポケットの外に出すこともできる。
　Ｕ字状の取付け手段１～４''が余っている場合は、万年筆などの筆記具Ｗを刺すこと
もできる。
　2.前記のようなＵ字状の取付け手段１～４''では満足できない人もいる。そこで、図
４のごとく、より簡便となるように、ポケットP1、P2の内側に小型の補助ポケットｐ１、
ｐ２を設けてある。この補助ポケットｐ１、ｐ２は、前身ごろ５に形成して、前身ごろ５
と共働して補助ポケットを構成する。なお図６のように、この補助ポケットｐ１、ｐ２は
、図１のような底部を設けないで開口させ、筒状としてもよいし、Ｖ字状に傾斜した筒状
でもよい。図４のように底部ｂを設けて、通常の底付きのポケットにしてもよい。なお、
底部ｂを一部にのみ設けて、他の一部は開口させたままでもよい。
このように、補助ポケットｐ１、ｐ２が有ると、図４や図６のように、花状ｈに折ったハ
ンカチや名刺・カードＫを入れたり、短く折ったネクタイを挿入したりできる。補助ポケ
ットｐ１、ｐ２が複数有る場合は、名刺入れなども挿入できる。補助ポケットｐ１、ｐ２
は、Ｕ字状の内部に挿入できないほど大きい物Ｓの場合は、図４の右ポケットのように、
この補助ポケットｐ１、ｐ２に物Ｓを入れてもよい。ボタンＢ３を付けてあるので深く差
し込んでカードＫの脱落を防ぐことができる。
【００２２】
3.ポケットと併用できるように、前記ポケットの付近に前記のＵ字状の取付け手段を設け
てある。例えば、図１の右ポケットＰ２より上にＵ字状の取付け手段３を縫い付けてある
と、このＵ字状の内部に木の枝ｔを挿通したり枝サンゴを挿通し、下端は下側のポケット
Ｐ２に入れておくと、安定感も出る。木の枝ｔや枝サンゴには芳香剤を含ませたり、塗布
しておくと、常に香りを嗅ぐことができる。
　図１のＵ字状の取付け手段１のように、身飾用の鎖やチェーンや皮ヒモＣを取付けても
よい。例えば、肩や合わせ部のＵ字状の取付け手段４、４' 、４''の場合は、鎖やチェ
ーンＣ等を張って、お洒落を楽しむことができる。
　なお、図２のようにエプロンやナプキンを、ボタンＢ 1，Ｂ 2をＵ状内部４、４' に嵌
めて、汚れ防止対策になる。その詳細を側方から見ると、（ｂ）のようになる。（ｃ）図
のように、爪楊枝ｔをナプキンＥに刺してからＵ字状内４、４' に挿通して、ナプキンの
裏面で爪楊枝ｔを水平にしてもよい。或いは、（ｂ）図のように、ナプキンＮをＵの字に
曲げ数ミリ離した２か所で爪楊枝ｔを刺し、Ｕ字状内４、４' に挿通してから、ナプキン
の裏面で爪楊枝ｔを水平にすることも可能である。
【００２３】
図７は、ナプキンの支持にポケットを利用した例であり、（ａ）図のように、左右の胸ポ
ケットＰ１、Ｐ２（又は補助ポケットｐ１、ｐ２でもよい）にナプキンＮの上端の左右を
支持してある。具体的には、側面から見た（ｂ）図のように、胸ポケットＰ１、Ｐ２（ｐ
１、ｐ２）の中で、ナプキンＮの上端の上から丸めた紙屑Ａをつめ込んである。丸めた紙
屑Ａが大きい場合は、胸ポケットＰ１、Ｐ２を使用し、小さい場合は、補助ポケットｐ１
、ｐ２を使用する。
　4.図６のように、Ｕ字状の取付け手段２は他のＵ字状の取付け手段２' 又はポケットに
、共通の棒状体や花の軸ｆを挿入できるので、おしゃれを楽しむことができる。なお、ｐ
1 、ｐ2 の底部ｂを設けずに、開口させてある。
　なお、図５は、眼鏡Ｇの殆どをポケットＰ１中に入れ、またもう一つのＵ字状内にボー
ルペンや万年筆を刺してある。
【００２４】
5.認知症患者の徘徊が社会問題となっているが、認知症患者であることを示す表示や住所
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、電話番号を記載して前記取付け手段１～４''に取付けて付近のポケットに収納しておく
と、万一行方不明になった場合に好都合である。将来、認知症患者であることを示すリボ
ンなどが決まったら、そのリボンをＵ字状の取付け手段に取付けてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００２５】
以上のように、ポケットの他にＵ字状の取付け手段を取付けてあるので、外しておいた眼
鏡などを取付けておいて、落下や行方不明となるのを防ぐことができ、また余分に設けて
おくと、お洒落やアロマテラピー等に利用したり、認知症患者の徘徊を防いだり病人の連
絡等に有効である。
【符号の説明】
【００２６】
P1、P2　左右の胸ポケット
ｐ１、ｐ２　補助ポケット
１～４''　Ｕ字状の取付け手段
５　前身ごろ
６　Ｕ状部の根本
Ｇ　眼鏡
７　眼鏡のつる（テンプル）
ｂ　ポケットの底部
Ｃ　鎖やチェーンや皮ヒモ
ｆ　花の軸
Ｋ　名刺・カード
Ｂ1 ～Ｂ3 　ボタン
ｈ　ハンカチ
Ｓ　物
Ａ　丸めた紙屑
【要約】
　【課題】着用するだけでなく、眼鏡・サングラス・ボールペン・万年筆などを落ちにく
いように支持でき、身飾品や芳香品などを容易も取付けて日常生活を楽しんだり癒したり
できる多機能なシャツを実現する。
　【解決手段】Ｕ字状の取付け手段の根本を衣服に縫い付けてあるため、Ｕ字状の中に眼
鏡のつるを挿通したり、鎖などの身飾品や芳香剤を取付けてお洒落を楽しんだり、障害者
や妊婦などへの理解マークや認知症患者としての連絡先などの表示手段を収納したりでき
、多機能シャツとして多種の役目を果たせる。
【選択図】図１
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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